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第１回
今後の大戸川治水

に関する勉強会

平成30年5月30日
滋賀県 土木交通部 流域政策局

資料２
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本日の説明内容

１.これまでの経緯
(1) 大戸川とは
(2) 大戸川ダムの目的
(3) 淀川水系河川整備計画
(4) 平成21年以降の状況の変化
(5) 大戸川流域での取り組み

２.勉強会の目的、検証事項
(1) 大戸川流域に与える治水効果の検証
(2) 瀬田川洗堰操作に与える影響の検証
(3) 検証モデル、検証降雨

３.今後の勉強会の流れ



Shiga Prefecture

3

１.これまでの経緯
(1) 大戸川とは

大戸川
流域面積 190km2
流路延長 38km

大戸川ダム
建設予定位置

(出典：「瀬田川の砂防」琵琶湖河川事務所)

明治の田上山

明治41年度撮影

綾井橋
（水位観測所）

黒津
（水位観測所）

大戸川水害年表

宝永4
～5

1708
～1709

大戸川の氾濫により大被害を受け、中野・
芝原が現在地へ移住。

宝暦6 1756 大戸川の氾濫により芝原村の田地が残らず
流失

享和2 1802 大戸川の決壊により、堂村23戸のうち20戸
が流失。里の内の集落は現在の高台に移住。

昭和23 1948 大戸川の増水により荒戸橋が流失

昭和28 1953 多羅尾村を中心に集中豪雨。死者44名、負
傷者130名の大災害が発生。

昭和57 1982 台風10号により石居橋が流失

(出典：大戸川ダム工事事務所ＨＰ)



Shiga Prefecture

4

１.これまでの経緯
(2) 大戸川ダムの目的

① 天ケ瀬ダムに流入する流量を低減させ、天ケ瀬ダムの容量を補う
② 下流部（淀川）で計画高水位を超過することがないよう、川上ダム・天ケ瀬ダム
再開発・既存ダム群と一体となって洪水調節を行い、下流部での水位を抑制する

目的：下流部（淀川）の治水安全度の向上

(出典：大戸川ダム建設事業の検証に係る検討報告書 H28.7)

(出典：第61回淀川水系流域委員会資料 H19.9)

瀬田川洗堰
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１.これまでの経緯
(3)淀川水系河川整備計画

京都府技術検討会 中間報告書(H20.9)
大戸川ダムは、中・上流の改修の進捗とその影響を
検証しながら、その実施についてさらに検討を行う必要
がある。

四府県知事合意(H20.11)
施策の優先順位を考慮すると、河川整備計画に位
置付ける必要はない。

淀川水系河川整備計画(H21.3)
ダム本体工事については、中・上流部の河川改修の
進捗状況とその影響を検証しながら実施時期を検討
する。

約10年が経過する中で、状況が変化

① 河川整備の進捗
② 雨の降り方、災害発生の頻度の変化
③ 大戸川ダム検証で国の方針決定
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

① 河川整備の進捗
(出典：平成29年度 第6回
近畿地方整備局事業評価監視委員会 資料)
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

① 河川整備の進捗 (出典：平成29年度 第6回
近畿地方整備局事業評価監視委員会 資料)
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

(出典：気象庁ＨＰ) 一部加筆１時間降水量50mm以上の年間発生回数
② 雨の降り方の変化
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国友橋水位経過

１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

② 雨の降り方の変化

急激な水位上昇

氾濫危険水位 2.1m

避難判断水位 1.8m

上板並雨量

H29 台風5号水位

H25 台風18号水位

23:10
１．６８ｍ

23:20
１．９１ｍ

23:40
２．２４ｍ

「切り通し」からの溢水（H29.8.8 0時頃）

姉川（国友橋）水位経過

雨
量
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

② 災害発生の頻度の変化
(出典：大戸川ダム工事事務所ＨＰ)大戸川下流域における浸水範囲（平成25年台風18号）
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

② 災害発生の頻度の変化
大戸川（綾井橋）における水位到達回数
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

② 災害発生の頻度の変化 (出典：近畿地方整備局ＨＰ)一部加筆

平成25年台風18号 ～操作規則制定後初めての全閉操作～

（12時間）

約900m3/s
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

② 災害発生の頻度の変化

平成29年台風21号 ～操作規則制定後2回目となる全閉操作～
(出典：近畿地方整備局ＨＰ)一部加筆

全
開
放
流

中
間
操
作

ド
ン
付

全
閉

放
流
量
減
（1.5時間）

約900m3/s
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１.これまでの経緯
(4)平成21年以降の状況の変化

③ 大戸川ダム検証で国の方針決定（H28.8) 

大戸川ダム建設事業の検証に係る検討報告書(H28.7)
７．対応方針（案）
○検証対象ダムの総合的な評価
洪水調節について、目的別の総合評価を行った結果、最も有利な案は、「大戸川ダム案」であった。大戸川ダムは、洪

水調節のみを目的とする洪水調節専用（流水型）ダムであることから、目的別の総合評価（洪水調節）の結果を踏ま
え、総合的な評価において、最も有利な案は「大戸川ダム案」であると評価した。
○事業評価監視委員会からのご意見
事業評価監視委員会に対して意見聴取を行い、「審議の結果、「大戸川ダム建設事業」の再評価は、当委員会に

提出された資料、説明の範囲において、おおむね適切に進められており、対応方針（原案）のとおり「事業継続」すること
が妥当と判断される」との意見を頂いた。

大戸川ダム建設事業に関する国土交通省の対応方針について(H28.8.25)
対応方針：継続
大戸川ダムのダム本体工事については、淀川水系河川整備計画（平成21年3月）において「中・上流部の河川改

修の進捗状況とその影響を検証しながら実施時期を検討する」となっていることから、河川法第16条の2に基づき、あらか
じめ関係府県知事等の意見を聞く等を経て、同計画を変更するまでは、現在の段階（県道大津信楽線の付替工事）
を継続し、新たな段階（ダム本体工事）には入らない。
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１.これまでの経緯
(5)大戸川流域での取り組み

（出典：信楽・大津圏域河川整備計画）

地域の危険箇所の確認
（森地区まちあるき実施状況）

浸水リスクが高い区域の確認
（石居地区まちあるき実施状況）

整備状況
（石居橋を下流から望む）

約70%完成
(H29末現在)
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目的 ： 大戸川ダムの効果・影響の検証

検証事項
① 大戸川流域に与える治水効果の検証
② 瀬田川洗堰操作に与える影響の検証

２.勉強会の目的、検証事項
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２．勉強会の目的、検証事項
国と滋賀県の検討内容

滋 賀 県 国

滋賀県として、大戸川ダムの効果・影
響を検証する

①大戸川流域に与える治水効果の検証
②瀬田川洗堰操作に与える影響の検証

ダム本体工事について、中・上流部の
河川改修の進捗状況とその影響を検証し
ながら実施時期を検討する

（淀川水系河川整備計画 本文より）
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２．勉強会の目的、検証事項
(1)大戸川流域に与える治水効果の検証

大戸川ダム

氾濫計算のイメージ図

参考例：「地先の安全度マップ」

想定される浸水エリア
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２．勉強会の目的、検証事項
(2)瀬田川洗堰操作に与える影響の検証

瀬田川洗堰に影響

流入量

水位

(出典：第61回淀川水系流域委員会資料 H19.9) 一部加筆

瀬田川洗堰
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２．勉強会の目的、検証事項
(3)検証モデル、検証降雨

山地

氾濫原

■氾濫原には、直接
降雨を与える

■山地部では流出計算を行い、
河道部の上流端流量を与える

複数の河川氾濫や身近な水路の氾濫（内水氾濫）を考慮できるモデル

「大戸川流域に与える治水効果の検証」に使用する氾濫計算モデル

琵琶湖

洗堰

瀬
田
川

大戸川

大戸川ダム
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２．勉強会の目的、検証事項
(3)検証モデル、検証降雨

琵琶湖・淀川一体化モデル

出典 ： 琵琶湖・淀川水系の洪水における水理特性及び流出現象の検証にかかる報告書（H21.11近畿地方整備局河川部）

「瀬田川洗堰操作に与える影響の検証」に使用する流出計算モデル

淀川下流プログラム琵琶湖統合プログラム



Shiga Prefecture

22

②瀬田川洗堰操作に与える影響

①大戸川流域に与える治水効果

淀川水系河川整備計画 計画規模降雨

実績降雨

淀川水系河川整備計画 計画規模降雨

・ 計画降雨のうち、大戸川ダムの必要容量を決めた降雨や黒津地点の流量が大きい降雨

・ 大戸川流域で浸水被害が発生したときの降雨

平成21年以降の降雨（平成25年台風18号、平成29年台風21号）

実績降雨

２．勉強会の目的、検証事項
(3)検証モデル、検証降雨

・ 計画降雨のうち、淀川や宇治川の流量が大きい降雨

・ 瀬田川洗堰の全閉操作が実施されたときの降雨や琵琶湖の水位上昇が顕著な降雨
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３.今後の勉強会の流れ

第
１
回
勉
強
会

第
２
回
勉
強
会

第
３
回
勉
強
会

テーマ①

大戸川流域に与える
治水効果の検証

テーマ②
瀬田川洗堰操作に
与える影響の検証


